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第
二
〇
五

回 

洲
脇
武
志
氏
（
愛
知
県
立
大
学
准
教
授
）

　
　
　
　

喪
に
服
す
皇
帝
―
儒
教
の
理
念
と
現
実（

令
和
2
・
1
・
22
）

　
　
　
　
　
　

儒
教
に
お
い
て
は
、
親
に
対
し
て
手
厚
い
葬
喪
儀
礼

（
葬
儀
と
服
喪
）
は
、「
孝
の
実
践
」
で
あ
る
た
め
、
非

常
に
重
要
な
儀
礼
で
あ
る
。
し
か
し
、「
三
年
の
喪
」

と
い
っ
た
手
厚
い
葬
喪
儀
礼
は
遺
族
に
多
大
な
負
担
を

与
え
、
特
に
国
君
の
葬
喪
儀
礼
と
も
な
る
と
新
し
い
国

君
を
始
め
と
す
る
遺
族
だ
け
で
な
く
臣
下
や
人
民
に
も

多
大
な
負
担
と
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
た
め
、
中
国
の

歴
代
王
朝
で
は
儒
教
の
理
念
と
現
実
と
を
上
手
く
調
整

す
る
慣
例
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
本
発
表
で
は
そ
の
慣

例
の
中
か
ら
「
短
喪
制
」
を
取
り
上
げ
て
、
儒
教
の
理

念
と
現
実
が
ど
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
論

じ
た
。	

（
洲
脇
武
志
記
）

第
二
〇
六

回 

赤
羽
一
郎
氏
（
元
愛
知
淑
徳
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
　

井
伏
鱒
二
『
海
揚
り
』
―
や
き
も
の
の
生
産
と
流
通
―

（
2
・
2
・
19
）

　
　
　
　
　
　
「
海
揚
り
」
と
は
、
海
底
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
陶

磁
器
を
指
す
骨
董
屋
の
業
界
用
語
で
あ
る
。
中
世
の
備

前
窯
製
品
は
、
現
在
の
岡
山
県
備
前
市
周
辺
で
生
産
さ

れ
、
最
寄
り
の
片
上
港
か
ら
船
積
さ
れ
全
国
各
地
に
運

ば
れ
た
。
備
前
窯
製
品
を
積
ん
だ
船
を
待
ち
構
え
て
い

た
の
は
、
複
雑
な
航
路
、
激
し
い
潮
流
、
濃
霧
に
よ
っ

て
多
く
の
海
難
事
故
が
発
生
し
て
い
た
瀬
戸
内
海
で

あ
っ
た
。
海
難
事
故
に
よ
り
船
と
と
も
に
海
底
に
沈
ん

だ
備
前
窯
製
品
が
「
海
揚
り
」
の
正
体
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

中
世
の
備
前
窯
製
品
の
主
要
な
市
場
は
畿
内
で
あ

り
、
そ
の
主
要
な
荷
揚
げ
港
は
兵
庫
港
（
現
・
神
戸
市
）

で
あ
っ
た
。
そ
の
兵
庫
港
で
徴
税
権
を
持
っ
て
い
た
東

大
寺
の
通
関
記
録
で
あ
る
『
兵
庫
北
関
入
船
納
帳
』
に

“
あ
い
ち
国
文
の
会
”
の
あ
ゆ
み
（
十
五
）

　
令
和
二
年
の
一
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
予
定
は
く
ず
れ
、
感
染
の
波
の
間
を
縫
っ
て
の
開
催
で
あ
っ
た
。
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は
、
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
に
入
港
し
た
船
に
積
ま

れ
て
い
た
備
前
窯
の
壺
甕
の
個
数
が
記
録
さ
れ
て
い
た

（
下
図
・
右
欄
）。
こ
の
様
相
を
石
井
進
東
大
教
授
は
、

備
前
窯
は
農
閑
期
で
あ
っ
た
夏
季
に
操
業
さ
れ
、
窯
出

し
さ
れ
た
製
品
は
そ
の
後
出
荷
さ
れ
た
と
推
測
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
氏
は
陶
器
生
産
の
季
節
性
を
論
じ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

私
は
石
井
氏
の
推
論
を
検
証
す
る
た
め
に
、
器
面
に

月
日
が
へ
ら
描
き
さ
れ
て
い
る
中
世
陶
器
を
調
査
し
て

み
た
。
そ
の
結
果
、
製
作
月
日
が
表
さ
れ
た
も
の
は
極

め
て
少
な
く
、
経
塚
へ
の
埋
納
や
寺
院
な
ど
へ
の
寄
進

の
月
日
の
よ
う
な
使
用
月
日
が
表
さ
れ
た
も
の
が
大
半

を
占
め
て
い
た
。
私
は
中
世
陶
器
に
焼
成
前
に
あ
ら
か

じ
め
使
用
月
日
を
銘
記
す
る
こ
と
が
、
製
作
・
使
用
を

一
体
の
宗
教
的
行
為
と
み
な
し
た
当
時
の
慣
行
で
は
な

い
か
と
考
え
、
銘
記
年
月
を
製
作
月
日
と
し
て
、
時
代

別
・
旧
暦
月
別
に
作
表
し
た
（
下
図
・
左
欄
）。

　
　
　
　
　
　

中
世
陶
器
生
産
の
季
節
性
に
つ
い
て
こ
の
図
に
沿
っ

て
略
述
す
る
と
、
ま
ず
12
〜
13
世
紀
（
平
安
末
期
〜
鎌

倉
後
期
）
は
、
夏
季
の
農
閑
期
を
中
心
に
生
産
が
行
わ

れ
、
春
・
秋
の
農
繁
期
は
陶
器
生
産
が
減
少
し
て
お
り
、

「
半
農
半
陶
」
と
い
う
季
節
分
業
の
様
相
が
う
か
が
え

る
。

　
　
　
　
　
　

つ
い
で
、14
〜
15
世
紀（
鎌
倉
末
期
〜
室
町
後
期
）は
、

通
年
で
陶
器
生
産
が
行
わ
れ
始
め
、
農
業
暦
に
規
定
さ

れ
な
い
専
業
の
陶
器
生
産
者
の
出
現
が
推
測
で
き
る
。

そ
の
時
期
は
、
事
例
か
ら
み
る
と
14
世
紀
前
半
（
鎌
倉

末
期
）
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ

の
年
代
に
含
ま
れ
る
『
兵
庫
北
関
入
船
納
帳
』
の
様
相

は
、
備
前
窯
に
お
い
て
通
年
生
産
が
行
わ
れ
て
き
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
半
期
に
の
み
備
前
窯
が
積
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
何
ら
か
の
流
通
面
で
の
要
因
が

あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
と
思
う
。	（
赤
羽
一
郎
記
）

旧暦月

12C

〜

13C

14C

〜

15C

16C

文安 2年
（1445）
「兵庫北関
入船納帳」に
記載された
備前窯製品数
（大小ツボ）

1 2（1）
2 1 2（2）

☆ 　3 1 1（1） 10（4）
☆ 　4 3（1） 8（6）
☆ 　5 1 2（1）

6 1 6（6） 200
7 5 1（1） 3（3） 180
8 2 1 4（3） 230

☆ 　9 1 4（1） 3（1） 330
☆　10 1 1（1） 60
11 1 120
12 2 1（1） 40

旧暦年月銘のある中世陶器（）：備前窯製品数、
☆：中世における農繁期
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第
二
〇
七

回 

坂
井
昌
治
氏
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
友
史
会
会

員
）

　
　
　
　

美
濃
国
守
笠
朝
臣
麻
呂
の
生
涯	

（
2
・
10
・
21
）

　
　
　
　
　

笠
朝
臣
麻
呂
は
、
慶
雲
三
年
（
７
０
６
年
）
か
ら
養
老

四
年
（
７
２
０
年
）
ま
で
美
濃
国
司
守
と
し
て
十
四
年
間

の
長
き
に
わ
た
り
美
濃
国
を
治
め
た
。
国
司
の
任
期
は
、

平
均
し
て
、
二
年
か
ら
三
年
と
言
わ
れ
て
お
り
十
四
年
間

は
、
他
に
例
を
見
な
い
長
期
政
権
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

彼
は
、美
濃
国
司
時
代
に
元
正
天
皇
養
老
行
幸
の
実
施
、

広
域
条
理
制
の
制
定
、
美
濃
刻
印
須
恵
器
の
製
造
、
岐
蘇

路
（
吉
蘇
路
）
の
開
通
、
池
田
郡
・
席
田
郡
の
設
置
な
ど
、

敏
腕
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
、中
央
政
権
に
注
目
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

こ
の
内
、
本
稿
は
美
濃
時
代
の
二
つ
。

　
　
　
　
　

そ
の
一
、「
美
濃
国
」
と
刻
印
し
た
須
恵
器
を
国
営
の

窯
で
製
造
し
、
藤
原
京
・
平
城
京
の
中
央
朝
廷
や
、
全
国

の
国
衙
・
郡
衙
、
寺
院
な
ど
各
地
に
供
給
し
「
美
濃
国
」

の
存
在
を
全
国
に
知
ら
し
め
た
こ
と
。

　
　
　
　
　

そ
の
二
、美
濃
と
信
濃
を
結
ぶ
（
吉
蘇
路
）
の
開
通
（
和

銅
七
年
）
に
つ
い
て
、
赴
任
前
の
大
宝
二
年
か
ら
着
工
さ

れ
て
い
た
が
、
彼
の
赴
任
後
完
成
を
み
た
難
工
事
、
そ
の

路
は
ど
こ
か
の
検
討
。

　
　
　
　
　

そ
し
て
、
出
家
後
の
大
宰
府
時
代
。
美
濃
国
司
時
代

の
剛
腕
官
僚
と
し
て
の
力
量
を
見
込
ま
れ
、
養
老
七
年

（
７
２
３
年
）
大
宰
府
観
世
音
寺
に
別
当
と
し
て
派
遣
さ

れ
、
大
宰
府
帥
大
伴
旅
人
宅
で
の
梅
花
の
宴
に
列
席
す
る

な
ど
、
万
葉
集
に
七
首
の
歌
を
残
し
た
歌
人
と
し
て
の
沙

弥
満
誓
に
つ
い
て
の
私
見
で
あ
る
。	

（
坂
井
昌
治
記
）


